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国立大学改革強化推進補助金に関する検討会  

 

 

国立大学改革強化推進補助金（国立大学経営改革促進事業）の事業期間を通じた評価

について、検討会における審査の結果を踏まえ、下記のとおり評価結果をお示しします。 

あわせて、本検討会の所見についても別紙のとおりお示しします。 

 

記 

 

Ｓ 
当初の構想を上回る取組が行われ、優れた成果が得られていること

から、本事業の目的を十分に達成できたと評価できる。 

 



（別紙） 

国立大学改革強化推進補助金（国立大学経営改革促進事業）の 

事業期間を通じた評価 

 

国立大学法人 豊橋技術科学大学 

国立大学法人 長岡技術科学大学 

 

（検討会の所見） 
 

〇 両大学が協力して、産学官金連携を発展させ、時に地域の貢献を強化したことは評価

できる。さらに全国の高専を巻き込み、この取り組みを全国展開することを期待したい。 

 

〇 KPI の順調な達成と、両校の連携による産学連携促進のインフラ理解、リカレント教育

の充実に通じる取り組みは、期待以上の結果を残している。さらなる全国展開による改

革促進に努力願いたい。 

 

〇 高専との連携という他の施策とは一線を画す経営改革構想であるが、高専との連携、

両大学間の連携が実効的に進んでおり、また産業界との連携を通した産学官金プラット

フォームの構築も着実に進展している。KPI についても、全ての項目で目標を上回ってい

る。以上のことを高く評価したい。 

 

〇 本構想における両技科大および高専の連携による、地域に根差した産学官金の協働

体制の強化が大きく実を結びつつあることが、KPI 等の目覚ましい実績からも確認でき、

高く評価できる。他方、外部環境を見れば、コロナ禍で顕在化したデジタル化の遅れや、

脱炭素への対応といった新たな課題が生じている。本構想で培った連携を基盤に、今後

も我が国における科学技術面での課題克服を実現し、国内外の社会に大いに貢献され

ることを期待する。 

 

〇 技科大・高専連携による地域の産学官金協創プラットフォームを構築し、産学官金によ

る共同研究、人材育成サービス等による収益化に取り組んでいる。産学官金連携組織

の構築、連携のインフラを整備、協働拠出金型等共同研究の推進、さらに、教育による

地域貢献としてデータサイエンスを始めとする 100 科目以上の遠隔地リカレント教育を行

うなど、連携活動の裾野拡大に努めている。KPI に関しても、外部資金の獲得をはじめ

全ての指標に関して、目標を大きく上回る実績を残している。事業終了後の計画も具体

的に描かれている。教育、特に、リカレント教育やアントレプレナー教育に取り組むなど、

堅実である。 

 

〇 高専との連携はすでに実績があるが、両大学共通で実施する教育プログラム構想は

我が国の工学分野人材育成にとって大いに評価できる。共同研究・受託研究収入、産

業人のリカレント教育に係る KPI は順調に伸びている。両大学による教育効果をもっと

謳い、高専との連携事業なども KPI として取り上げて連携を加速してはどうか。 

 

次項あり 

 



 

〇 高等専門学校という全国の横軸のネットワークと、それぞれの地域の課題を引き受け

る大学戦略から、どのように連携していくのか注目している。特に、長岡技術科学大学

がバイオ拠点として長岡市との積極的な連携を模索している点には注目している。 

 

 

 

  


